
『
斐
太
後
風
土
記
』
に
よ
る
近
代
飛
騨
地
方
の
作
物
結
合
の
復
元

『斐太後風土記』による近代飛騨地方の作物結合の復元

松

不日

夫

山

は
じ
め
に

近
年
に
お
け
る
山
村
研
究
に
は
、

一
つ
の
注
目
す
べ
き
動
向
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
山
村
の
文
化
的
伝
統
の
再
構
成
を
試
み
、
か

っ
そ
の
系
譜
を
平
地
の
水
田
稲
作
農
村
と
は
や
や
異
質
な
も
の
と
し
て
再
評
価
し
よ
う
と
す
る
動
き
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
千
葉
徳
商
氏
が

き
わ
め
て
ユ
ニ
ー
ク
な
視
点
か
ら
山
村
文
化
の
系
譜
に
論
及
す
る
「
山
中
異
界
論
」
は
、
そ
う
し
た
動
向
の
代
表
的
な
主
張
で
あ
る
(
1〉
O

千
葉
氏
と
は
や
や
視
点
が
異
な
る
が
、
筆
者
も
近
・
現
代
の
山
村
に
、
平
地
稲
作
農
村
と
は
違
っ
た
文
化
的
伝
統
の
存
在
を
認
め
る
立

場
を
と
る
。
筆
者
が
こ
こ
で
い
う
文
化
的
伝
統
と
は
、
山
村
に
特
徴
的
な
生
活
様
式
を
意
味
す
る
。
し
か
も
、
こ
の
生
活
様
式
と
も
っ
と

も
深
く
か
か
わ
る
部
分
、
す
な
わ
ち
山
村
の
文
化
的
伝
統
の
も
っ
と
も
核
心
的
部
分
は
、

J
・
ス
チ
ュ
ワ
l
ド
の
指
摘
す
る
よ
う
に
(
ろ
、

サ
ブ
シ
ス
テ
ン
ス
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
求
め
ら
れ
る
。
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近
代
以
後
に
お
け
る
山
村
の
サ
ブ
シ
ス
テ
ン
ス
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
は
基
本
的
に
は
農
耕
で
あ
り
、
採
集
・
狩
猟
お
よ
び
漁
携
は
農
耕
の
補

完
的
な
機
能
を
も
っ
て
い
た
に
す
ぎ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
筆
者
は
か
つ
て
近
代
の
飛
騨
地
方
を
事
例
に
、

一
般
的
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に
考
え
得
る
四
つ
の
サ
ブ
シ
ス
テ
ン
ス
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
ー
ー
農
耕
・
採
集
・
狩
猟
・
漁
携
ー
ー
の
い
ず
れ
に
よ
っ
て
、
当
時
の
人
口
が
支

持
さ
れ
て
い
た
か
の
分
析
を
試
み
た
こ
と
が
あ
る
言
〉
0

そ
の
結
果
、
一
一
近
代
の
飛
騨
地
方
で
は
、

総
人
口
九
二
六
O
O
人
の
約
六
O
w
m
は

コ
メ
と
ヒ
エ
で
代
表
さ
れ
る
穀
類
と
大
豆
と
で
説
明
で
き
る
。
残
る
二
O
%
程
度
の
人
口
は
、

グ
リ
や
ド
ン
グ
リ
類
な
ど
の
堅
果
類
を
は

じ
め
、

ク
ズ
や
ワ
ラ
ビ
な
ど
の
採
集
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
る
食
糧
資
源
に
よ
っ
て
説
明
が
可
能
で
あ
り
、
狩
猟
お
よ
び
漁
携
に
依
存
す
る

割
合
は
総
人
口
の
一
%
に
も
満
た
な
い
。
残
余
の
二
割
弱
を
占
め
る
人
口
の
説
明
は
、

コ
メ
と
ヒ
エ
を
主
と
す
る
移
入
穀
物
に
求
め
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
試
み
の
結
果
、
近
代
飛
騨
地
方
の
サ
ブ
シ
ス
テ
ン
ス
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
は
、
水
田
稲
作
と
雑
穀
栽
培
を
と
も

な
う
農
耕
が
基
本
で
あ
り
、
こ
れ
に
野
生
食
用
植
物
の
採
集
が
付
随
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

そ
こ
で
つ
ぎ
の
段
階
と
し
て
、
こ
れ
ら
農
耕
と
採
集
の
実
態
が
明
ら
か
に
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
う
ち
採
集
に
つ
い
て
は
す
で
に

分
析
を
加
え
た
の
で
〈
4
〉
、
本
報
告
に
お
い
て
は
、
近
代
飛
騨
地
方
の
作
物
結
合
の
実
態
を
復
元
す
る
。

さ
ら
に
、

復
元
さ
れ
た
い
く
つ

か
の
作
物
結
合
に
つ
い
て
、
分
布
上
の
特
色
と
そ
の
意
味
と
を
合
せ
て
考
察
し
、
当
時
の
農
耕
の
特
性
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

資
料
の
性
格
と
そ
の
処
理
方
法

資
料
に
は
、
富
田
礼
彦
編
『
斐
太
後
風
土
記
』
(
一
八
七
三
年
)
の
刊
本
全
二
巻
を
用
い
る
(
5
〉O

付

資
料
の
性
格

『
斐
太
後
風
土
記
』
(
以
下
で
は
『
後
風
土
記
』
と
略
称
す
る
〉
に
は
、
当
時
の
大
野
・
吉
城
・
益
田
三
郡
を
あ
わ
せ
た
四
一
五
村
の
す
べ

て
に
つ
い
て
、
石
高
、
戸
数
と
人
口
、
各
種
の
産
物
、
寺
社
領
除
地
の
有
無
な
ど
、
非
常
に
く
わ
し
い
記
録
が
あ
る
。
な
か
で
も
「
産
物
」

の
項
は
と
り
わ
け
詳
細
を
き
わ
め
、
堅
巣
類
な
ど
の
野
生
食
用
植
物
や
狩
猟
対
象
動
物
の
種
類
、
さ
ら
に
は
魚
類
や
各
種
の
鉱
工
業
製
品



な
ど
が
一
村
ご
と
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
が
こ
の
報
告
で
分
析
を
加
え
よ
う
と
す
る
農
作
物
に
限
っ
て
い
え
ば
、
当
時
の
栽
培
作
物

が
穀
類
か
ら
豆
類
・
イ
モ
類
・
読
菜
類
・
工
芸
作
物
に
い
た
る
ま
で
網
羅
さ
れ
、

し
か
も
そ
の
う
ち
の
一
部
の
作
物
に
は
収
量
さ
え
も
明

ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
類
似
し
た
内
容
を
も
ち
、

か
つ
飛
騨
地
方
の
実
情
を
記
録
し
た
近
代
の
資
料
に
は
、
明
治
一

O
年
(
一
八
七
七
)
前
後
の
町
村

『斐太後風土記』による近代飛車事地方の作物結合の復元

誌
が
あ
る
が
、
現
状
で
は
入
手
が
困
難
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
近
代
飛
騨
地
方
の
作
物
結
合
を
復
元
し
よ
う
と
す
る
こ
の
報
告
に
と
っ

て
、
『
後
風
土
記
』
は
た
い
へ
ん
貴
重
な
資
料
と
な
る
。

し
か
し
、
こ
の
種
の
二
次
資
料
を
用
い
る
分
析
で
は
、
記
録
の
信
び
ょ
う
性
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

『
後
風
土
記
』
に
関
し
て
は
、
ハ
円
こ
れ
が
実
態
調
査
に
も
と
づ
く
記
録
で
あ
り
、
口
そ
の
記
載
内
容
が
き
わ
め
て
正
確
な
こ
と
が
す
で

に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

桑
谷
に
よ
る
と
ハ
$
、
『
後
風
土
記
』
の
成
立
の
発
端
は
、
明
治
二
年
(
一
八
六
九
〉

一
一
一
月
か
ら
翌
三
年
六
月
ご
ろ
に

付
に
つ
い
て
、

か
け
て
実
施
さ
れ
た
飛
騨
地
方
の
全
村
の
調
査
に
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
調
査
は
、
当
時
の
高
山
県
知
事
宮
原
大
輔
の
命
に
よ
り
、
全
村
の

村
三
役
を
対
象
に
一

0
項
目
か
ら
な
る
廻
状
を
用
い
て
お
こ
な
わ
れ
た
。
し
か
も
廻
状
に
も
ら
れ
た
項
目
の
そ
れ
ぞ
れ
に
は
、

お
の
お
の

の
村
で
調
査
す
べ
き
要
点
が
簡
潔
に
書
き
そ
え
ら
れ
て
お
り
、
資
料
の
精
度
を
で
き
る
だ
け
統
一
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
う
か
が
わ
れ

る。
こ
の
調
査
の
結
果
は
い
っ
た
ん
『
風
土
書
上
帳
』
に
ま
と
め
ら
れ
、
こ
れ
に
富
田
自
身
の
調
査
結
果
と
考
察
と
を
加
え
て
、
明
治
六
年
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(
一
八
七
三
)
に
『
後
風
土
記
』
が
編
さ
ん
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
編
さ
ん
の
経
韓
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
『
後
一
風
土
記
』
は
比
較
的
短

か
い
期
間
で
は
あ
っ
た
に
し
ろ
実
状
調
査
を
お
こ
な
い
、
そ
の
成
果
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
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し
た
が
っ
て
、
口
そ
の
記
載
は
正
確
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
『
後
風
土
記
』
に
記
載
の
あ
る
サ
ケ
・
ア
ユ
・
ウ
グ
イ
・
イ
ワ
ナ
な
ど
か

ら
復
元
さ
れ
る
当
時
の
飛
騨
地
方
の
淡
水
魚
類
の
垂
直
分
布
域
は
、
魚
類
生
態
学
の
分
野
で
い
う
イ
ワ
ナ
域
、
ヤ
マ
メ
域
、
ウ
グ
イ
域
、

コ
イ
域
と
い
っ
た
分
類
に
み
ご
と
に
対
応
す
る
の
で
あ
る
(
7
Y

「
あ
る
い
は
、
ク
リ
・
ナ
ラ
ノ
ミ
・
ト
チ
ノ
ミ
と
い
っ
た

オ
イ
カ
ワ
域
、

三
種
類
の
堅
果
類
の
採
集
村
の
分
布
は
、
今
日
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
植
生
帯
に
一
致
す
る
ハ
旦
。

こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
、
『
後
風
土
記
』
の
記
載
は
分
析
に
十
分
耐
え
得
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

∞ 
資
料
の
処
理
方
法

「
産
物
」
の
項
に
記
録
さ
れ
た
当
時
の
農
作
物
は
、
後
述
の
よ
う
に
五
五
作
物
に
も
達
す
る
。
そ
の
お
の
お
の
を
四
一
五
村
す
べ
て
に

わ
た
っ
て
検
討
す
る
に
は
、
資
料
の
数
が
き
わ
め
て
多
い
。
そ
の
た
め
こ
こ
で
の
分
析
に
は
、
国
立
民
族
学
博
物
館
の
コ
シ
ピ
ュ
l
タ
部

門
が
作
製
し
た
「
ヒ
タ
ゴ
フ
ド
キ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
を
活
用
し
、
農
作
物
の
お
の
お
の
に
つ
い
て
栽
培
村
数
の
集
計
を
お
こ
な
い
主
作
物

を
判
定
す
る
な
ど
、
資
料
の
基
礎
的
な
処
理
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
の
う
え
で
、
最
終
的
に
は
四
一
五
村
の
う
ち
の
三

O
%に
あ
た
る
一
一
一

五
村
を
単
純
ラ
ン
ダ
ム
サ
ン
プ
リ
ン
グ
法
に
よ
っ
て
抽
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
村
ご
と
に
栽
培
作
物
の
組
合
せ
を
求
め
、
作
物
結
合
の
実
態

を
復
元
す
る
。

も
と
よ
り
、

作
物
結
合
の
定
量
的
な
分
析
に
は
ウ
ィ
l
バ
l、

J
・

c、
の
手
法
が
あ
る
ハ
9
)
が
、
『
後
風
土
記
』
で
は
各
作
物
の
作

付
面
積
が
明
ら
か
で
な
い
。
そ
の
た
め
こ
の
方
法
は
採
用
せ
ず
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
資
料
を
処
理
し
た
。
ま
ず
、
作
物
ご
と
の
栽
培
村
数
を

集
計
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
主
作
物
と
判
定
し
た
も
の
を
、
穀
類
・
豆
類
・
読
菜
類
・
工
芸
作
物
の
四
つ
に
グ
ル
ー
プ
化
す
る
。

つ
い
で
、

こ
れ
を
三

O
Zの
サ
ン
プ
ル
村
ご
と
に
ゲ
マ
ロ
。
B
吉
田
-
に
測
定
し
、
作
物
結
合
の
実
態
と
当
時
の
農
耕
の
特
性
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ

の
方
法
は
、
定
量
的
な
処
理
と
し
て
は
も
っ
と
も
単
純
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
い
か
な
る
代
表
値
を
も
と
ら
な
い
。
そ
の
有
効
性
は
、
キ
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ン
グ
白
)
が
指
摘
し
、

ヘ
ン
シ

ャ
ル
ら
が
実
証
し
て
い
る

(
孔
〉
よ
う
に
、
作
付
面
積
な
ど

が
不
明
な
場
合
に
お
け
る
作
物

結
合
と
そ
の
特
性
と
を
定
量
的

明治3年の村落分布

に
把
握
し
得
る
こ
と
に
あ
る
。

な
お
、
分
析
の
基
本
と
な
る

村
落
の
分
布
図
に
つ
い
て
は
、

『
後
風
土
記
』
に
記
載
の
あ
る
四

一
五
村
す
べ
て
を
国
土
地
理
院

第1図

発
行
五
万
分
の
一
地
形
図
に
記

入
し
て
作
製
し
た
(
第
一
図
)
。

そ
の
う
ち
、
町
村
合
併
や
ダ
ム

に
よ
る
水
没
な
ど
の
た
め
に

『
後
風
土
記
』
と
現
在
の
集
落

と
の
同
定
、
が
困
難
な
も
の
に
つ

い
て
は
、
隣
接
村
へ
の
方
位
や
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栽培作物の種類とその比較

区 斐太後風土記の作物 |種類数I*長野県町村誌の作物 |種類数
コメ，ヒエ，アワ，ソバ コメ，ヒエ，アワ，ソバ

穀 類
キピ，コキピ，オオムギ

9 
キピ，モロコ、ン，オオム

10 コムギ， トウモロコシ ギ，コムギ， トウモロコ
シコクピエ シ，シコグピエ

豆 5 エンドウ ウ，ササゲ，インゲンマメ

実菜lカラシナf 叶 5 
茎立菜， 類 トウガラシ，菜

菜類競 果菜|キウムナス，カボチャ| 6 I キシウロウリ，リナ，冬ス瓜，カ，甜ボ瓜チ，夕ャ顔~I 7 ウリ，スイカ，夕顔

4 ジン，ゴボウ ジン，ゴボウ

ジャガイモ，サトイモ， ジャガイモ，サトイモ，

イモ類
ヤマノイモ，サツマイモ

7 
サツマイモ，ヤマノイモ

4 I コンニャグ，ツクネイモ
イモ類

ナタネ，タバコ，格，桑 ナタネ，タバコ，椿，桑
工芸作物 茶， 荏仏供， アサ， ゴマ， ア 10 麻，荏，ゴマ，アイ，ワ
イ，花 タ

計 I 55 I 計

第1表

距
離
に
関
す
る
記
載
か
ら
一
応
の
推
定
を
し
た
う

え
で
、
現
地
調
査
を
お
こ
な
っ
て
確
か
め
る
方
法

本長野県町村誌の作物は，上水内・下水内両郡124村のみの集計を示す。

を
と
っ
た
。

、
明
治
三
年
飛
騨
地
方
の
主
要
作
物

『
後
風
土
記
』
に
記
録
の
あ
る
食
用
産
物
(
附

表
〉
の
う
ち
、

フ
キ
、

タ
ケ
ノ
コ
、

ユ
リ
、

ワ
サ

ピ
な
ど
採
集
に
よ
る
も
の
を
除
く
と
、
確
実
な
栽

培
作
物
は
第
一
表
の
と
お
り
で
、
当
時
す
で
に
読

菜
類
を
ふ
く
め
た
各
種
の
作
物
が
認
め
ら
れ
、
そ

の
数
は
五
五
種
類
に
も
達
し
て
い
る
。
こ
の
五
五

種
類
と
い
う
飛
騨
地
方
の
栽
培
作
物
数
は
、
他
地

域
の
山
村
に
く
ら
べ
て
著
し
く
多
い
の
か
ど
う
か

に
つ
い
て
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
。
そ
の
お
も

な
理
由
は
、
栽
培
作
物
を
網
羅
す
る
こ
の
程
の
同

時
代
の
記
録
が
他
に
求
め
に
く
い
こ
と
に
よ
る
。

手
元
に
あ
る
明
治
一
五
年
(
一
八
八
二
)
ご
ろ
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郡

物喧基
403 

豆 397

麦!

麦!

ノミ 258 

豆 254

41 粟 227

キピ 77

ササゲ i

エンドウ i
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コジ

ム
r

L

V

A

-

Q

M

Q

U
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回

b
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併
椴
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物
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麦

一

バ

豆

米
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け
ノ
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梢
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一

物

一
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麦

麦

一

旦

バ

・

ピ

ゲ

?

一

一

稗

米

粟

一

サ

一

一

吉

一

作

一

大

小

大

小

ソ

…

キ

サ

一
寸
投
一
は
ゆ

7

川町

β

門
川
山
間
同
悶
一
ゆ

2

4

1

一

野
一
例
間
一
口
氏
日

K

K

E

E

E

一2
2

一
一

ヴ

d

豆

麦

豆

麦

パ

一

ゲ

ビ

ウ

ロ

一

日

.

ド

ド

モ

一

↓

ン

ウ

シ

一

ソ

一

サ

品

ト

コ

一

8

…9
2

一
村
数
全
落

栽培村落数による穀類一豆類の作付順位第2表

稗

全

作

大99 

稗

益

イ乍

大

物

稗

大

作

大

j順

イ立

1 

2 

346 大80 大158 大3 

343 

329 

米80 152 米4 

5 

6 

36 

4 

1 

ソ

13 

莱

137 

6 

粟

キ

7 

10 

11 

の

『
長
野
県
町
村
誌
』
白
)
の
う
ち
、

現
在
の
長
野
市

415 

域
を
ふ
く
む
上
水
内
・
下
水
内
両
郡
二
一
四
村
の
例
で

は
、
穀
類
・
豆
類
は
も
ち
ろ
ん
、

イ
モ
類
や
読
菜
類
、

工
芸
作
物
に
わ
た
っ
て
四
四
種
類
が
記
録
さ
れ
て
い

る
(
第
一
表
)
。
こ
れ
を
飛
騨
地
方
と
比
較
す
る
と
、

100 

両
者
の
聞
に
は
作
物
の
種
類
数
に
ほ
と
ん
ど
差
が
な
い

ば
か
り
で
な
く
、
三
六
種
類
の
作
物
が
両
地
域
に
共
通

ず
る
。
こ
れ
は
、
飛
騨
地
方
の
栽
培
作
物
の
種
類
が
特

殊
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
、
近
代
の

178 

山
村
に
お
い
て
は
主
食
糧
に
は
な
り
得
な
い
作
物
の
栽

培
が
す
で
に
展
開
し
て
い
た
こ
と
を
も
示
す
も
の
で
あ

る。
付

穀
類
と
豆
類

飛
騨
地
方
に
お
け
る
五
五
種
類
の
作
物
の
う
ち
、
栽

培
村
数
百
)
が
相
対
的
に
多
い
穀
類
と
豆
類
の
一
一
一
作

物
に
つ
い
て
、
主
作
物
を
判
定
す
る
た
め
に
各
作
物
の

栽
培
村
数
を
集
計
す
る
と
、
第
二
表
が
得
ら
れ
る
。
こ
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穀類・豆類の1村落当たり平均収量

)1頂 大 野 * 域 益 田

位 作物|平均収量/村 作物|平均収量/村 作物|平均収量/村

1 米 213.2石 米 102.7石 米 117.6石

2 稗 94.7 稗 57.9 大麦 85.6 

3 大豆 19.9 大麦 12.7 稗 74.8 

4 大麦 18.0 大豆 11.6 大豆 10.7 

5 小麦 8.4 小麦 8.3 小麦 8.2 

6 ソ.-' 8.2 粟 6.6 ソ ノミ 5.9 

7 粟 7，4 ソ ノ、‘ー 5.5 小豆 1.1 

8 小豆 2.4 小豆 2.6 粟 0.6 

第3表

れ
に
よ
る
と
、
大
野
・
吉
城
両
郡
で
は
第
八
位
と
九
位
の
作
物
の
栽
培
村
数
に
著
し
い
差
が

認
め
ら
れ
、
益
田
郡
で
は
こ
れ
が
第
五
位
と
六
位
の
間
に
あ
ら
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

大
野
・
吉
城
両
郡
で
は
ヒ
エ
以
下
第
八
位
ま
で
が
、

同
様
に
益
田
郡
で
は
上
位
五
作
物

が
、
と
も
に
当
時
の
主
作
物
と
判
定
で
き
る
。
そ
の
な
か
で
も
、

ヒ
エ
・
ダ
イ
ズ
・
オ
オ

ム
ギ
と
い
っ
た
作
物
が
三
郡
い
ず
れ
も
上
位
を
占
め
、
こ
れ
ら
に
つ
い
で
コ
メ
な
い
し
コ

ム
ギ
が
位
置
す
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
栽
培
村
数
か
ら
主
作
物
と
判
定
さ
れ
た
ヒ
エ
以
下
の
八
作
物
に
つ

い
て
、

一
村
当
た
り
の
平
均
収
量
を
算
出
す
る
と
、
第
三
表
が
得
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
れ

ば
三
郡
と
も
に
コ
メ
の
収
量
が
圧
倒
的
に
高
く
、

つ
い
で
ヒ
ェ
、
ダ
イ
ズ
も
し
く
は
ム
ギ

類
が
続
く
が
、

ヒ
エ
と
ダ
イ
ズ
(
大
野
・
益
田
両
郡
〉
ま
た
は
ヒ
エ
と
オ
オ
ム
ギ
(
吉
城

郡
)
の
聞
に
は
収
量
の
差
が
大
き
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
大
野
・
吉
城
両
郡
で
は
コ
メ
と

ヒ
エ
を
基
幹
作
物
と
し
、
益
田
郡
で
は
こ
れ
に
オ
オ
ム
ギ
が
加
わ
る
。
い
ず
れ
も
水
田
稲

作
を
基
礎
と
す
る
コ
メ
と
、
常
畑
作
物
の
性
格
の
強
い
オ
オ
ム
ギ
、
そ
れ
に
よ
り
焼
畑
作

物
的
な
ヒ
エ
と
か
ら
当
時
の
基
幹
作
物
が
構
成
さ
れ
、
ダ
イ
ズ
・
コ
ム
ギ
・
ア
ワ
・
ソ
パ

は
こ
れ
ら
の
補
完
作
物
的
な
機
能
を
も
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

な
お
、
基
幹
作
物
と
判
定
さ
れ
る
作
物
の
栽
培
期
間
の
概
要
は
、
『
飛
州
地
方
御
尋
答

書
』

2
vに
よ
る
と
第
二
図
の
よ
う
に
な
り
、
こ
の
当
時
高
山
町
村
周
辺
で
は
、
ィ
ネ
の
裏
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戸建
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アズキ
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各期間の長さはいずれも最長を示す

『飛州地方御尋答書J1727より作製

&--t:.播種期間

←→移植期間

企----A収穫期間

作
に
ム
ギ
類
が
栽
培
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

。
工
芸
作
物

工
芸
作
物
に
関
す
る
『
後
風
土
記
』
の
記
載
は
収
量
の
単
位
が
不
統

一
な
ば
か
り
で
な
く
、
収
量
の
記
録
が
な
い
も
の
を
も
ふ
く
ん
で
い

る
。
こ
う
し
た
事
情
は
後
述
の
イ
モ
類
や
読
菜
類
に
も
共
通
す
る
た

主要作物カレンダー

め
、
以
下
で
は
作
物
別
の
栽
培
村
数
と
一
村
当
た
り
の
栽
培
作
物
数
と

に
よ
っ
て
分
析
を
加
え
る
こ
と
に
す
る
。

工
芸
作
物
の
一
村
当
た
り
栽
培
作
物
数
を
集
計
し
た
第
四
表
に
は
、

大
野
・
吉
城
両
郡
と
益
田
郡
と
の
聞
に
顕
著
な
差
が
み
ら
れ
る
。

つ
ま

り
、
大
野
・
吉
城
両
郡
で
は
栽
培
作
物
数
一
二

i
五
に
モ
l
ド
が
あ
ら
わ
れ

第2図

る
の
に
対
し
、
益
田
郡
で
は
二
作
物
以
下
が
圧
倒
的
に
多
く
な
る
。
こ

れ
を
作
物
の
種
類
別
に
み
る
と
(
第
五
表
)
、
ま
ず
益
田
郡
の
場
合
、

栽
培
作
物
が
楢
・
茶
・
荏
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
は
こ
れ

ら
三
つ
の
作
物
が
い
ず
れ
も
焼
畑
で
の
栽
培
を
主
と
す
る
作
物
で
あ
る

占山で、

ア
イ
や
タ
バ
コ
と
い
っ
た
常
畑
で
の
栽
培
を

ナ
タ
ネ
や
ア
サ
、

主
体
と
す
る
相
対
的
に
新
し
い
工
芸
作
物
の
展
開
を
ま
っ
た
く
み
て
い

な
い
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

工
芸
作
物
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
益
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工芸作物1村当たり作物数

作物数
村 落 数

大 野|吉 城|益 郡

O 5(0.0) 4(0.0) 32(0.3) 41 (0.1) 

1-2 23(0.2) 17(0.1) 69(0.7) 109(0.3) 

3-5 88(0.6) 97(0.5) 185(0.4) 

6-8 20(0.1) 60(0.3) 80(0.2) 

9三二 1 (0. 0) 一 1(0.0) 

計 137 178 100 415 

(0.6)は村落数に占める割合作物種類数10

工芸作物の栽培村落数

|大 野|吉 城|益 郡
ー「

177(42.7% ) ナタネ 49 128 

荏 99 148 7 254(61. 2) 

ゴマ 5 33 38( 9.2) 

桑 118 137 256(61. 7) 

麻 83 114 197(47.5) 

格 85 139 59 283(68.2) 

アイ 21 44 65(15.7) 

タノミコ 46 57 103(24.8) 

茶 10 1 17 28( 6.7) 

仏供花 5 一 5 ( 1. 2) 

田
郡
は
焼
畑
的
性
格
を
よ
り
色
濃
く
残

し
て
い
る
地
域
と
結
論
で
き
る
。

益
田
郡
ほ
ど
に
は
顕
著
で
な
い
に
し

て
も
、
こ
う
し
た
性
格
は
大
野
・
吉
城

両
郡
に
も
認
め
得
る
。
す
な
わ
ち
、
こ

の
二
郡
に
お
い
て
も
荏
・
桑
・
椿
が
上

位
を
占
め
、
そ
の
栽
培
村
数
は
三
作
物

あ
わ
せ
て
大
野
郡
で
六
二
%
強
に
、
同

じ
く
吉
城
郡
で
も
約
七
七
%
に
も
達
し

て
お
り
、
焼
畑
型
の
工
芸
作
物
が
重
要

な
地
位
に
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
で
、

新
し
い
油
脂
作
物
で
あ
る
ナ
タ
ネ
と
、

古
く
か
ら
布
の
原
料
で
あ
っ
た
ア
サ
の
栽
培
村
が
多
い
。
ナ
タ
ネ
と
ア
サ
に
つ
ぐ
常
畑
の
工
芸
作
物
に
タ
バ
コ
と
ア
イ
が
あ
る
が
、
こ
の

第4表

第5表

二
作
物
の
栽
培
村
数
は
相
対
的
に
少
な
い
。
そ
の
理
由
は
お
も
に
、

つ
肥
培
管
理
に
多
く
の
労
働
力
の
投
下
が
必
要
な
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

タ
バ
コ
と
ア
イ
の
栽
培
に
あ
た
っ
て
は
耕
地
の
選
択
が
厳
し
く
、

カミ

こ
う
し
た
栽
培
村
数
の
処
理
の
結
果
、
近
代
の
大
野
・
吉
城
両
郡
に
お
け
る
工
芸
作
物
は
、
荏
な
ど
の
焼
畑
作
物
を
中
心
に
、
ナ
タ
ネ

な
ど
常
畑
作
物
を
加
え
て
構
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
作
物
構
成
の
特
色
は
、
基
本
的
に
は
焼
畑
の
系
譜
に



つ
ら
な
る
も
の
で
あ
る
↓
方
、
相
対
的
に
新
し
い
常
畑
作
物
の
展
開
の
傾
向
を
も
示
す
も
の
で
あ
る
。

読
菜
類
と
イ
モ
類

同『
後
風
土
記
』
に
記
載
の
あ
る
作
物
の
う
ち
、
読
菜
類
五
種
と
イ
モ
類
七
種
の
栽
培
村
は
き
わ
め
て
少
な
い
。
第
六
表
と
第
七
表
と

は
寸
そ
れ
ぞ
れ
の
作
物
類
の
一
村
当
た
り
栽
培
作
物
数
を
集
計
し
た
も
の
で
あ
り
、
説
菜
類
・
イ
モ
類
を
と
も
に
栽
培
し
な
い
例
が
全
村

四
一
一
五
の
八

O
%以
上
に
も
達
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
当
時
の
飛
騨
地
方
に
あ
っ
て
は
、
水
田
で
の
稲
作
を
ふ
く
め
て
耕
地
の
ほ
と
ん
ど
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1村当たり作物数

物数作
村 落 数

大 野|吉 城|益 郡

。 79 173 83 335 

--1引 2 20 4 17 41 

3~5 20 1 21 

6~8 18 一 18 

9三五 一
計 137 178 100 415 

第6表競菜類

作物種類数15

1村当たり作物数

作物数
村 数 落

大 野|吉 郡

。 90 152 95 337 

1~2 47 25 5 77 

3~5 一 1 一 1 

6三玉 一
137 178 100 415 

イモ類第7表

す
べ
て
が
、
主
食
糧
源
と
し
て
の
穀
類
と
豆

類
、
お
よ
び
商
品
作
物
で
あ
る
工
芸
作
物
の
栽

培
に
提
供
さ
れ
て
い
た
と
解
さ
れ
る
。

」
の
解
釈
に
基
本
的
な
あ
や
ま
り
が
な
い
と

す
れ
ば
、
読
菜
類
は
リ
ョ
ウ
ブ
や
ゼ
ン
マ
イ
な

ど
の
、

イ
モ
類
は
ク
ズ
な
ど
の
野
生
植
物
(
附

表
〉
に
依
存
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
別
の

い
い
か
た
を
す
れ
ば
、
飛
騨
地
方
に
お
い
て
は

作物種類数 7

競
菜
類
や
イ
モ
類
が
、
焼
畑
の
系
譜
に
つ
ら
な

る
当
時
の
農
耕
の
構
成
要
素
と
し
て
、
十
分
に

機
能
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
大
野
郡
に
は
少
数
で
は
あ
る
が
読
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大野郡における競菜類の栽培村落

イ午
葉 菜 呆 菜 根 菜

ネ 茎 カ ウ ナ キ ス カ カ 大 コ。

立
フ "，. 

イ
ボ プず ボ

物
シ ウ チ

ギ 菜 ナ 日 ス リ カ ヤ プ 根 ウ

落村数 12 3 1 12 31 17 1 35 56 41 30 

第8表

菜
の
栽
培
村
が
偏
在
す
る
。
そ
の
理
由
は
あ
ん
」
で
く
わ
し
く
論
ず
る
こ
と
に
し
て
、
ま
ず
競
菜
の
種
類

を
み
る
と
(
第
八
表
)
、

カ
ブ
ラ
と
大
根
の
栽
培
村
が
相
対
的
に
多
く
、

つ
い
で
カ
ボ
チ
ャ
、

ナ
ス
、

ゴ
ボ
ウ
、
キ
ュ
ウ
リ
の
順
と
な
る
。
当
時
は
焼
畑
で
も
栽
培
さ
れ
得
た
根
菜
の
地
位
が
高
く
、

」
れ
に

対
し
て
葉
菜
の
栽
培
村
は
非
常
に
少
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
、
近
代
に
お
け
る
農

耕
の
構
成
要
素
と
し
て
十
分
な
役
割
を
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
競
菜
類
の
な
か
で
も
、
と
り
わ
け
葉
菜

に
お
い
て
そ
れ
が
顕
著
な
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
の
で
あ
る
。

制

主
作
物
か
ら
み
た
農
耕
の
特
色

栽
培
村
数
に
も
と
づ
い
て
各
作
物
類
型
ご
と
に
判
定
し
た
主
作
物
の
構
成
に
よ
れ
ば
、
近
代
の
飛
騨

地
方
の
農
耕
に
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
特
色
あ
る
こ
つ
の
地
域
性
が
認
め
ら
れ
る
。

ま
ず
、
飛
騨
地
方
南
部
の
益
田
郡
で
は
、
穀
類
の
コ
メ
・
オ
オ
ム
ギ
・
ヒ
エ
と
豆
類
の
ダ
イ
ズ
、
工

芸
作
物
で
は
茶
と
椿
と
が
基
幹
作
物
と
な
る
。
す
で
に
く
り
か
え
し
指
摘
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
う

ち
コ
メ
と
オ
オ
ム
ギ
を
除
く
各
作
物
は
焼
畑
作
物
の
性
格
が
濃
い
。
し
か
も
、
飛
騨
地
方
に
あ
っ
て
根

雪
期
間
の
比
較
的
み
じ
か
い
益
田
郡
で
は
、

オ
オ
ム
ギ
は
コ
メ
の
裏
作
と
し
て
栽
培
さ
れ
た
可
能
性
が

高
い
。
し
た
が
っ
て
、
近
代
の
益
田
郡
に
お
い
て
は
、
常
畑
の
展
開
が
必
ず
し
も
十
分
で
は
な
か
っ
た

と
推
定
さ
れ
る
。
少
な
く
と
も
ナ
タ
ネ
や
タ
バ
コ
な
ど
の
作
物
を
受
容
し
得
る
ほ
ど
に
十
分
な
常
畑
が

用
意
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

」
れ
に
対
し
て
、
飛
騨
地
方
北
部
の
大
野
・
吉
城
両
郡
で
は
、

コ
メ
・
ヒ
エ
・
ダ
イ
ズ
と
荏
・
桑
・



椿
を
主
作
物
と
し
、
こ
れ
に
ナ
タ
ネ
や
ア
サ
、

ア
イ
と
い
っ
た
作
物
と
、

一
部
の
地
域
で
は
蹴
菜
類
が
加
わ
る
。
そ
の
う
え
、

タ
バ
コ
、

こ
れ
ら
の
栽
培
村
は
必
ず
し
も
少
な
く
は
な
く
、
益
田
郡
に
く
ら
べ
る
と
常
畑
作
物
の
比
重
が
著
し
く
高
い
。
し
た
が
っ
て
、
近
代
の
大

野
・
吉
城
両
郡
で
は
、
焼
畑
的
な
性
格
の
濃
い
作
物
と
水
田
に
お
け
る
水
稲
栽
培
に
、
さ
ら
に
常
畑
作
物
が
付
加
さ
れ
、
こ
れ
ら
に
よ
っ

て
当
時
の
栽
培
作
物
を
構
成
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

『斐太後風土記』による近代飛騨地方の作物結合の復元

四
、
サ
ン
プ
ル
村
の
作
物
結
合
と
そ
の
特
色

近
代
の
飛
騨
地
方
に
認
め
ら
れ
た
農
耕
の
特
色
を
よ
り
く
わ
し
く
分
析
す
る
た
め
に
、
三
郡
そ
れ
ぞ
れ
に
三

O
Zの
村
落
を
単
純
ラ
シ

ダ
ム
サ

γ
。
ブ
リ

γ
グ
法
に
よ
っ
て
拍
出
し
、

お
の
お
の
の
村
に
お
け
る
作
物
結
合
を
明
ら
か
に
す
る
。

つ
い
で
そ
の
地
理
的
な
分
布
を
検

討
す
る
。
抽
出
村
落
数
は
、
大
野
郡
四
一
村
、
吉
城
郡
五
四
村
、
益
田
郡
三

O
村
の
計
一
二
五
村
で
あ
る
。

付

サ
ン
プ
ル
村
の
作
物
結
合

穀
類
五
作
物
(
オ
オ
ム
ギ
と
コ
ム
ギ
は
ム
ギ
類
に
一
括
す
る
〉
に
は
、
飛
騨
地
方
に
一

O
と
お
り
の
組
合
せ
が
存
在
す
る
。
第
九
表
に

よ
る
と
、
穀
類
の
組
合
せ
が
多
様
性
に
と
む
の
は
大
野
・
吉
城
両
郡
に
お
い
て
で
あ
り
、
こ
の
両
郡
の
作
物
結
合
の
出
現
頻
度
は
、

五
イ乍

物
す
べ
て
を
ふ
く
む
例
が
も
っ
と
も
高
い
値
を
示
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
益
田
郡
で
は
作
物
結
合
の
変
異
が
き
わ
め
て
と
ぼ
し
く
、

-
ム
ギ
類
・
コ
メ
結
合
に
サ
ン
プ
ル
村
の
七
割
強
が
集
中
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
益
田
郡
に
お
け
る
穀
類
の
組
合
せ
は
他
の
二
郡
に
ヒ
ニI:.

く
ら
べ
て
著
し
く
異
な
っ
た
特
性
を
示
す
。
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し
か
し
、
こ
れ
が
特
定
作
物
の
脱
落
U
単
作
化
へ
の
移
行
を
示
す
の
か
、
あ
る
い
は
地
形
を
ふ
く
め
た
環
境
に
由
来
す
る
の
か
は
目
下

の
と
こ
ろ
明
ら
か
で
は
な
い
。
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第g表穀類の組合せ

ffi. A日. せ |雪雲|大野|吉城|益田|全郡

ヒエ・ムギ・コメ・ソバ・アワ | 52 

ヒエ・ムギ・コメ・ソバ 5 6 4 15 
ヒエ・コメ・ムギ・アワ 4 5 3 8 

ヒエ・ムギ・ソバ・アワ 3 2 5 
ヒエ・コメ・ソパ・アワ 2 1 3 

ヒエ・ムギ・コメ 5 7 22 34 
ヒエ・ムギ・アワ 3 1 一 1 
ヒエ・ムギ・ソパ 3 3 
ヒエ・ソバ・アワ 2 1 3 

ヒエ・ソパ 1 

言十 125 

第10表工芸作物の組合せ

郡別の組合せ数

|大野|吉城|益田

栽培作物数 9I 9 I 3 
組合せ数 26I 31 I 3 

組合せの出現頻度

順位| 大 野 郡 三E』I 城 郡 |益田郡 l
1 1桑・麻・格・タバコ 1 61ナタネ・荏・格 1 71 格

I 41ナタネ荏桑麻 151格茶格・タバコ

ナタネ・桑・麻 3 ナタネ・荏・アイ・桑
-麻・捲・タバコ 3 

3 荏・桑・麻・格・タバ 3 ナタネ・荏・アイ・桑 3 コ -麻・格

ナタネ・桑・麻・格 3 

そ の 他 1241そ の 他 1301その他 1-

組合せな し11 1組合せな し131ドせな 19 

計| 141 1 j 541 



と
こ
ろ
で
、
穀
類
の
組
合
せ
に
み
る
作
物
数
は
、
吉
城
郡
の
一
一
例
を
除
い
て
す
べ
て
三
つ
以
上
で
あ
る
。
二
作
物
結
合
の
一
例
は
吉
城

郡
平
湯
村
で
、
当
時
一
四
戸
を
数
え
た
こ
の
村
は
、
「
十
四
戸
い
づ
れ
も
浴
客
の
旅
宿
を
な
し
、
温
泉
の
浴
客
、
年
々
に
増
益
て
、
米
・

麦
・
味
噌
・
醤
油
・
油
・
蝋
燭
・
菓
子
等
に
至
る
ま
で
、

村
家
に
て
買
入
置
て
、

浴
客
に
商
ふ
」
白
〕
湯
治
場
と
い
う
特
異
な
性
格
を
も

っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
を
除
く
と
、
当
時
の
飛
騨
地
方
に
お
け
る
人
口
の
か
な
り
の
部
分
を
支
持
す
る
う
え
で
は
、
三
つ
以
上
の

『斐太後風土記』による近代飛騨地方の作物結合の復元

穀
類
の
組
合
せ
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

穀
類
に
つ
い
で
栽
培
村
の
多
い
工
芸
作
物
の
う
ち
、
第
一
表
に
か
か
げ
た
仏
供
花
を
除
く
九
作
物
の
結
合
は
、
大
野
郡
に
二
六
と
お

り
、
吉
城
郡
で
三
一
と
お
り
が
存
在
す
る
。
三
作
物
し
か
工
芸
作
物
を
も
た
な
か
っ
た
益
田
郡
の
場
合
に
は
、
二
と
お
り
の
組
合
せ
だ
け

が
認
め
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
組
合
せ
の
う
ち
上
位
三
と
お
り
の
出
現
頻
度
は
第
一

O
表
の
と
お
り
で
、
飛
騨
地
方
北
部
の
二
郡
に
は
す
で

に
指
摘
し
た
新
し
い
傾
向
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
豆
類
に
つ
い
て
は
大
野
・
古
城
両
郡
に
ダ
イ
ズ
・
ア
ズ
キ
の
組
合
せ
が
み
ら
れ
、
益
田
郡
に
は
ダ
イ
ズ
が
欠
落
す
る
。
さ
ら
に

読
菜
類
の
場
合
は
、
大
野
郡
の
疏
菜
栽
培
村
が
サ
ン
プ
ル
村
の
二
四
%
を
占
め
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。

。
四
作
物
類
型
の
組
合
せ

穀
類
か
ら
工
芸
作
物
に
い
た
る
ま
で
、
主
作
物
す
べ
て
の
作
物
結
合
を
サ
ン
プ
ル
村
全
体
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
は
、
こ
こ
で
は
あ

ま
り
意
味
が
な
い
。
そ
の
お
も
な
理
由
は
説
明
が
き
わ
め
て
頻
雑
に
な
る
こ
と
と
、
そ
の
結
果
と
し
て
作
物
結
合
の
特
性
を
必
ず
し
も
明

確
に
把
握
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
主
作
物
を
、
穀
類

(
M
γ
豆
類

(
B
)
・
蔵
菜
類

(
G
)
・
工
芸

263 

作
物

(
A
)
の
四
つ
の
作
物
類
型
に
ま
と
め
、
こ
れ
ら
相
互
の
組
合
せ
に
も
と
づ
い
て
分
析
を
加
え
る
こ
と
に
す
る
。

四
作
物
類
型
の
理
論
的
に
可
能
な
二
一
と
お
り
の
組
合
せ
の
う
ち
、
飛
騨
地
方
に
は

M
・
B
型、

M
・
B
-
A
型、

M
・
B
・
A
-
G
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4作物類型の組合せの頻度分布

組合せ 大 野 吉 城 益 国

M"B ・A・G 18 0.44 3 0.06 6 0.20 

M・B"A 23 0.56 47 0.87 15 0.50 

M"B"G 1 0.02 

M" B 1 0.02 9 0.30 

M.A 2 0.04 

計 41 54 30 

第11表

M:穀類 B:豆類 G:競菜類 A:工芸作物

0.56などの数値は，それぞれの組合せの対サンプル村比を示す。

型、

M
・
B
-
G
型
と

M
・
A
型
の
五
と
お
り
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
五
つ
の
タ
イ
プ
の
作

物
結
合
の
頻
度
分
布
は
第
一
一
表
の
と
お
り
で
、

M
-
B
型、

M
・
B
-
A
型、

M

・
B
-

A
・
G
型
が
相
対
的
に
高
い
。
こ
の
三
タ
イ
プ
は
、
作
物
構
成
の
う
え
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
つ
ぎ

の
よ
う
に
評
価
さ
れ
る
。

ま
ず
M
・
B
型
は
、
コ
メ
も
し
く
は
ヒ
エ
な
ど
の
穀
類
と
ダ
イ
ズ
を
主
と
す
る
豆
類
と
の
こ

作
物
類
型
の
結
合
で
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
の
デ
ン
プ
ン
質
食
糧
に
植
物
性
タ
ン
パ
グ
質

源
が
結
合
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
主
食
糧
の
獲
得
の
み
を
目
的
と
し
た
作
物
結
合
の
タ

イ
プ
で
、
主
食
糧
に
は
な
り
得
な
い
読
菜
類
G
や
工
芸
作
物
A
が
欠
落
し
て
い
る
。
こ
の
意

味
で

M
・
B
型
は
、
近
代
の
飛
騨
地
方
に
お
け
る
も
っ
と
も
基
本
的
な
作
物
結
合
で
あ
る
。

そ
の
出
現
頻
度
は
サ
ン
プ
ル
一
二
五
村
の
う
ち
一

O
例
に
と
ど
ま
り
、
じ
つ
に
九
例
が
益
田

郡
阿
多
野
郷
を
中
心
と
す
る
益
田
(
飛
騨
〉
川
上
流
地
域
(
現
在
の
大
野
郡
朝
日
村
・
高
根

村
)
に
分
布
す
る
(
第
三
図
〉
、
こ
の
地
域
は
飛
騨
地
方
の
縁
辺
部
に
あ
た
り
、
そ
こ
に
主

食
糧
の
獲
得
の
み
を
目
的
と
す
る

M
・
B
型
が
集
中
す
る
。

こ
う
し
た

M
・
B
型
の
特
性
と
分
布
上
の
特
色
と
は
、
こ
の
タ
イ
プ
が
あ
と
で
述
べ
る

M

-
B
・
A
型
や

M
・
B
-
A
-
G
型
に
歴
史
的
に
先
行
し
た
こ
と
を
推
定
さ
せ
る
。

つ
ま

り、

M
-
B
型
は
、

工
芸
作
物
や
読
菜
類
が
飛
騨
地
方
に
導
入
さ
れ
展
開
す
る
以
前
の
、
相

対
的
に
古
い
作
物
結
合
が
残
存
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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@M.B型
OM・B.A型。M.B・A'G型
⑫その他

こ
れ
に
対
し
て
、

M
・

B
型
に
工
芸
作
物
A
が
結

合
し
た

M
・
B
-
A
型

は
、
飛
騨
地
方
の
主
要
部

に
ひ
ろ
く
分
布
し
、
そ
の

サンプル村の作物結合

出
現
頻
度
も
八
五
(
六
八

wm
〉
と
も
っ
と
も
高
い
値

を
示
し
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
こ
の
タ
イ
プ
は
、
近

代
の
飛
騨
地
方
に
お
け
る

第3図

標
準
的
な
作
物
結
合
と
判

定
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な

M

・B
-
A
型
の
成
立
と

展
開
は
、
飛
騨
地
方
が
天

領
で
あ
っ
た
こ
と
を
さ
し

ひ
い
て
も
な
お
、
幕
藩
体

制
下
に
お
け
る
工
芸
作
物
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の
奨
励
と
い
う
当
時
の
一
般
的
な
情
況
を
考
慮
す
れ
ば
容
易
に
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。

残
る

M
・
B
・
A
-
G
型
は
、
穀
類
と
豆
類
の
結
合
で
あ
る

M
・
B
型
に
主
食
糧
に
は
な
り
得
な
い
読
菜
類
G
と
工
芸
作
物
A
と
が
結

す
び
つ
い
た
タ
イ
プ
で
、
飛
騨
地
方
に
お
け
る
も
っ
と
も
多
様
な
作
物
類
型
の
結
合
で
あ
る
。
そ
の
出
現
頻
度
は
サ
ン
プ
ル
村
の
二
割
強

に
す
ぎ
な
い
。
し
か
b
、
こ
の
タ
イ
プ
を
示
す
村
落
は
、
二
七
例
中
の
じ
つ
に
五
割
を
こ
え
る
一
四
例
が
庄
川
流
域
の
諸
村
に
集
中
的
に

分
布
す
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た

M
・
B
・
A
-
G
型
の
分
布
に
認
め
ら
れ
る
顕
著
な
特
色
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
説
明
さ
れ

る。
同

競
菜
を
と
も
な
う
作
物
結
合
型
の
成
立

近
代
の
飛
騨
地
方
に
お
い
て
、
出
現
頻
度
の
高
い
三
つ
の
作
物
結
合
型
の
地
理
的
分
布
と
頻
度
分
布
に
み
ら
れ
る
特
性
を
相
互
に
く
ら

べ
る
と
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
推
定
が
な
り
た
つ
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、
一
益
田
川
上
流
域
に
残
存
す
る

M
・
B
型
の
作
物
結
合
は
、
主
食
糧
の
獲
得
だ
け
を
目
的
に
穀
類
と
豆
類
を
栽
培
す
る
基
本

的
な
タ
イ
プ
で
、
こ
れ
が
か
つ
て
の
飛
騨
地
方
に
ひ
ろ
く
分
布
し
て
い
た
と
仮
定
す
る
。
そ
こ
へ
読
菜
類
や
工
芸
作
物
が
導
入
さ
れ
る
に

お
よ
ん
で
、
各
村
落
は
こ
れ
ら
こ
つ
の
作
物
類
の
い
、
ず
れ
か
、
も
し
く
は
両
方
を
選
択
し

M
・
B
型
に
む
す
び
つ
け
て
い
っ
た
。
そ
の
結

果
、
読
菜
類
や
工
芸
作
物
を
と
も
な
う

M・
B
-
A
型
と

M・
B
-
-
A
・G
型
が
成
立
し
た
。
し
か
も
工
芸
作
物
A
は
、
幕
藩
体
制
下
に

お
け
る
栽
培
の
奨
励
を
背
景
に
、
飛
騨
地
方
の
ほ
と
ん
ど
の
村
で
選
択
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
推
定
は
、
第
一
-
表
に
か
か
げ
た

M
・
B
-
G型
(
一
例
)
や
、
豆
類
の
欠
落
が
み
ら
れ
る
も
の
の
穀
類
と
工
芸
作
物
と
が

結
合
し
た

M
・
A
型
(
ご
例
)
を
も
説
明
し
て
い
る
。
な
か
で
も
M
・
A
型
は
、
作
物
結
合
の
成
立
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
生
じ
た
、
き

わ
め
て
例
外
的
な
変
異
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。



」
の
推
定
が
容
認
さ
れ
得
る
と
し
て
、

っ
、
ぎ
に
は
競
菜
類
の
選
択
は
ど
の
よ
う
な
情
況
の
も
と
で
成
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回
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支

模

v
u
k
m
w

一

一

-

代

の

を

貯

』

一

一

一

郡

村

地

問

編

一

一

一

配

'

部

初

mm叫
一
図
技
昧
中
。
で
は
一
般
の
村
と
同
じ
よ
う
に
工
芸
作
物
の
栽
培
が
奨
励
さ
れ
、

一
除
地

Z

一4
行
r

h

j

院
比

u
u
l』
'
第
郡
合
帳
み
ば
め
ら
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
-
寺
社
領
は
除
地
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
栽
培
作
物
の
選
択
に
つ
い
て
郡
代
支
配
地
ほ
ど
直
接
的
な
影
響
を
う
け
な
か
っ
た
。
そ

立
し
た
か
が
問
題
に
な
る
。
そ
こ
で
、
も
う
一
度
M
・
B
・
A
-
G
型
の
分
布
を
み
る
と
七
割
が
大
野

郡
に
分
布
し
、

し
か
も
そ
の
う
ち
の
半
数
以
上
が
庄
川
流
域
諸
村
に
集
中
し
て
い
た
。
こ
の
地
域
に
は

か
つ
て
照
蓮
寺
が
存
在
し
た
荻
町
村
が
位
置
す
る
(
明
治
三
年
当
時
、
照
蓮
寺
は
す
で
に
高
山
町
村
に

う
つ
っ
て
い
た
〉
。
そ
の
う
え
庄
川
流
域
で
は
、
同
寺
と
そ
の
末
寺
を
は
じ
め
と
す
る
寺
社
領
除
地
を

ふ
く
む
村
が
七

O
Zに
も
お
よ
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
村
は
、
第
四
図
の
模
式
図
に
示
さ
れ
る
よ
う

に
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
高
山
郡
代
支
配
地
と
寺
社
支
配
地
と
か
ら
な
る
。
こ
の
う
ち
、
郡
代
支
田
地

作
物
の
選
択
の
は
ば
が
相
対
的
に
せ

の
た
め
除
地
で
は
郡
代
支
配
地
と
は
別
の
農
業
の
あ
り
方
を
模
索
す
る
ゆ
と
り
が
あ
り
得
た
は
ず
で
あ
り
、
そ
の
結
果
当
時
の
飛
騨
地
方

に
導
入
さ
れ
た
作
物
の
な
か
か
ら
よ
り
ベ
タ
ー
な
も
の
と
し
て
、
読
菜
類
が
積
極
的
に
選
択
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
読
菜

類
は
従
来
な
か
っ
た
換
金
作
物
と
し
て
の
可
能
性
を
も
っ
作
物
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
選
択
は
ま
っ
た
く
ラ
ン
ダ
ム
に
お
こ
な
わ
れ
た

わ
け
で
は
な
い
。
基
本
的
に
は
焼
畑
に
つ
ら
な
る
当
時
の
飛
騨
地
方
の
農
耕
を
背
景
と
し
て
、
疏
菜
類
の
な
か
で
も
ま
ず
根
栽
類
が
選
択

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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読
菜
類
を
と
も
な
う

M
・
B
-
G
・
A
型
の
作
物
結
合
は
、
庄
川
流
域
諸
村
に
卓
越
す
る
。
こ
れ
は
、
寺
社
領
除
地
と
郡
代
支
配
地
と

い
う
支
配
体
制
の
あ
り
ょ
う
が
、

作
物
結
合
に
反
映
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
。
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作物結合型と寺社領除地

一一大野郡一一

結合型 |除地あり|除地なし| 言十

M.B ・A・G 11 7 18 

M.B.A 7 16 23 

計 18 23 41 

こ
の
解
釈
が
き
わ
め
て
高
い
妥
当
性
を
も
つ
こ
と
を
証
明
す
る
た
め
に
、
大
野
郡
に
お
け
る
競
菜
類

を
ふ
く
む

M
・
B
・
A
-
G
型
と
、
読
菜
類
を
ふ
く
ま
な
い

M
・
B
-
A
型
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
除

地
の
有
無
を
集
計
す
る
と
、
第
一
二
表
が
得
ら
れ
る
。
こ
の
表
に
も
と
づ
い
て
、
二
つ
の
作
物
結
合
型

に
お
け
る
除
地
の
有
無
を
カ
イ
二
乗
検
定
す
る
と
、

一
%
と
い
う
き
わ
め
て
高
い
確
率
で
有
意
差
が
求

第12表

め
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
高
山
郡
代
の
直
接
的
支
配
下
に
お
か
れ
な
か
っ
た
寺
社
領
除
地
に
お
い

て
、
競
菜
類
が
選
択
さ
れ
た
と
す
る
解
釈
は
、
非
常
に
高
い
妥
当
性
を
も
っ
て
証
明
で
き
る
の
で
あ

る。

玉
、
ま
と
め

x2=6.809特

近
代
の
飛
騨
地
方
に
お
け
る
サ
ブ
シ
ス
テ
ン
ス
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
と
し
て
の
農
耕
の
復
元
を
、
作
物
結

合
に
よ
っ
て
試
み
た
結
果
、

つ
ぎ
の
諸
点
が
明
ら
か
で
あ
る
。

ま
ず
、
主
作
物
の
う
え
で
当
時
の
飛
騨
地
方
は
、
多
様
な
作
物
構
成
を
示
す
大
野
・
吉
城
両
郡
と
、

構
成
要
素
の
比
較
的
少
な
い
益
田
郡
と
の
、
大
き
な
二
つ
の
地
域
差
が
認
め
ら
れ
る
。

型、

M
・
B
-
A
型、

つ
い
で
、
主
作
物
の
結
合
型
か
ら
は
、

M
-
B

M
・
B
・
A
-
G
型
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
に
特
色
あ
る
タ
イ
プ
が
復
元
さ
れ
た
。
し
か
も
こ
れ
ら
作
物
結
合
型
の
出

工
芸
作

現
頻
度
と
分
布
の
特
色
と
か
ら
、

M
・
B
型
は
相
対
的
に
古
い
作
物
結
合
型
で
あ
り
、
当
時
も
っ
と
も
標
準
的
で
あ
っ
た
の
は
、

物
を
と
も
な
う

M
・
B
-
A
型
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
読
菜
類
を
ふ
く
む
作
物
結
合
で
あ
る

M
・
B
・
A
-
G

型
の
成
立
に
は
、
寺
社
領
除
地
と
い
う
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
注
意
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
支
配
の
あ
り
ょ
う
が
、
非
常
に
強
く
か
か
わ
っ



て
い
た
の
で
あ
る
。

近
代
の
飛
騨
地
方
に
お
け
る
農
耕
は
、
以
上
の
よ
う
な
特
性
を
も
っ
た
も
の
と
し
て
復
元
さ
れ
る
。
し
か
し
、
寺
社
領
除
地
に
お
い
て

の
み
疏
菜
類
が
作
物
結
合
の
要
素
と
し
て
選
択
さ
れ
た
と
い
う
解
釈
と
そ
の
統
計
的
な
手
法
に
よ
る
証
明
と
は
、
筆
者
の
知
る
か
、
ぎ
り
他

『斐太後風土記』による近代飛騨地方の作物結合の復元

に
例
が
な
い
。
も
と
よ
り
こ
の
解
釈
は
、
個
々
の
寺
社
領
除
地
の
実
態
を
地
方
文
書
な
ど
に
よ
っ
て
検
証
す
る
こ
と
で
成
立
し
た
も
の
で

は
な
い
。
あ
く
ま
で
飛
騨
地
方
全
体
を
視
野
に
入
れ
た
解
釈
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
う
え
で
、
多
く
の
か
た
が
た
の
御
批
判
を
お
願
い

す
る
次
第
で
あ
る
。

謝
辞こ
の
報
告
を
作
製
す
る
に
あ
た
り
、
小
山
修
三
助
教
授
と
秋
道
智
繍
助
手
(
国
立
民
族
学
博
物
館
)
に
は
臼
常
的
な
討
論
の
な
か
で
有
益
な
コ
メ
ン

ト
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
検
索
等
コ

γ
ピ
ム

I
タ
に
関
し
て
は
杉
田
繁
治
助
教
授
(
問
)
に
御
指
導
を
い
た
だ
い
た
。
さ
ら
に
、
守

屋
毅
助
教
授
の
主
催
す
る
国
立
民
族
学
博
物
館
の
共
同
研
究
「
日
本
に
お
け
る
山
村
文
化
の
伝
統
と
変
容
」
で
は
、
佐
々
木
高
明
(
国
立
民
族
学
博
物

館
)
・
千
葉
徳
商
(
明
治
大
学
)
両
先
生
を
は
じ
め
と
す
る
共
同
研
究
員
各
位
に
よ
っ
て
長
時
間
に
わ
た
る
討
論
を
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
各
位
に
お

礼
申
し
ま
す
。

な
お
、
本
報
告
は
、
文
部
省
科
学
研
究
費
(
課
題
「
日
本
に
お
け
る
山
村
文
化
の
伝
統
と
変
容
」

な
す
も
の
で
あ
る
。

代
表
者

守
屋

毅
)
の
研
究
成
果
の
一
部
を

附
表
『
斐
太
後
風
土
記
』
記
載
の
お
も
な
食
用
産
物
(
魚
貝
類
と
鳥
獣
類
を
除
く
)
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穀

類
H

コ
メ
、
ヒ
ェ
、
ァ
ヮ
、
ソ
バ
、
オ
オ
ム
ギ
、
コ
ム
ギ
、
キ
ピ
、
コ
キ
ピ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
カ
ラ
ピ
エ
(
シ
コ
ク
ピ
エ
)

イ
モ
類
H

サ
ト
イ
モ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
ヤ
マ
ノ
イ
モ
、
ツ
ク
ネ
イ
モ
、
コ
ン
ニ
ャ
ク
イ
モ
、
サ
ツ
マ
イ
モ
、
イ
モ
類
、
グ
ズ
、
グ
ズ
粉
、
ワ
ラ
ビ
粉
な

ど



270 

一
豆
類
て
ダ
イ
ズ
、
ア
ズ
キ
、
エ
シ
ド
ゥ
、
サ
サ
ゲ

野
菜
類
日
カ
ブ
ラ
、
カ
ボ
チ
ャ
、
カ
ラ
シ
ナ
、
ニ
シ
ジ
ン
、
キ
ウ
リ
、
ゥ
リ
、
ス
イ
カ
、
ダ
イ
コ
ン
、
ナ
ス
、
ネ
ギ
、
ぜ
ボ
ウ
バ
ズ
イ
キ
、
グ
顔
、
茎

立
菜
1

菜
類
、
カ
ブ
ラ
ナ
、
セ
リ
、
フ
キ
、
ワ
サ
ビ
、
ユ
リ
、
タ
ケ
ノ
コ
、
オ
タ
ネ
ニ
ン
ジ
ン
、
ゴ
シ
ュ
ウ
ニ
ン
ジ
ン
、
タ
ケ
フ
シ
ニ
ン
ジ
ン
、
サ

ン
シ
ョ
、
ヤ
マ
ア
ザ
ミ
、
ヤ
マ
ゴ
ボ
ウ
、
リ
ョ
ウ
ブ
、
ワ
ラ
ビ
、
ホ
シ
ワ
ラ
ビ
、
ゼ
ン
マ
イ
、
ホ
シ
ゼ
ン
マ
イ
、
ウ
ド
、
シ
ョ
ウ
ガ
、
ミ
ョ
ウ
ガ
、

ヨ
モ
ギ
、
ホ
シ
ヨ
モ
ギ
、
シ
ノ
タ
ケ
ノ
コ
、
オ
オ
プ
ザ
ミ
、
カ
タ
ク
リ
、
ヤ
マ
ゴ
ボ
ウ
な
ど

種
実
類
日
エ
ゴ
マ
、
ゴ
マ
、
ナ
タ
ネ
、
ヵ
ャ
、
グ
リ
、
グ
ル
ミ
、
ギ
ン
ナ
ン
、
ト
チ
、
ナ
ラ
、
ヒ
ヨ
ピ
、
ハ
シ
バ
ミ
、
ホ
シ
グ
リ
、
ツ
キ
グ
リ
な
ど

果
実
類
リ
ウ
メ
、
コ
ウ
メ
、
ア
ン
ズ
、
ヵ
キ
、
コ
ガ
キ
、
シ
ブ
ガ
キ
、
グ
ミ
、
ナ
ツ
メ
、
ナ
ジ
、
ス
モ
モ
、
サ
モ
モ
、
モ
モ
、
リ
ン
ゴ
、
ア
ケ
ビ
、
マ

ル
メ
ロ
、
ュ
ズ
、
カ
ワ
ラ
グ
ミ
、
ホ
ホ
サ
ヶ
、
ヤ
マ
ナ
シ
、
イ
ワ
ナ
シ
な
ど

き
の
こ
類
日
イ
ワ
タ
ケ
、
シ
メ
ジ
、
ハ
ツ
タ
ケ
、
ヒ
ラ
タ
ヶ
、
ホ
シ
ヒ
ラ
タ
ヶ
、
マ
ツ
タ
ケ
、
ザ
ツ
キ
ノ
コ
、
キ
タ
ケ
、
マ
イ
タ
ヶ
、
ホ
シ
マ
イ
タ

ケ
、
キ
ノ
コ
、
カ
ワ
タ
ケ
、
シ
イ
タ
ケ
、
戸
ウ
ジ
タ
ケ
、
オ
イ
タ
ケ

注
千
葉
徳
爾
(
一
九
六
六
〉
『
民
俗
と
地
域
形
成
』
風
間
書
一
房

ω富
田
片
品
切
デ
国
・
切
(
一
九
五
五
)
M
3
h
w
悶
吋

b
gミ
ロ
¥
の
宮

NH昌也、円
u
p
a
s
h
h
・
C
E
S
E
q
o同

EFHHD-印
刷

》

H
O
回目・

松
山
利
夫
(
一
九
八

O
)
「
近
代
の
飛
騨
地
方
に
お
け
る
食
糧
生
産
と
商
品
生
産
」
人
文
地
理
学
会
第
一
一
二
五
会
例
会
発
表
要
旨
『
人
文
地
理
』

三
二
巻
三
号

(
4
〉
松
山
利
夫
(
一
九
七
九
)
「
明
治
初
期
の
飛
騨
地
方
に
お
け
る
堅
果
類
の
採
集
と
農
耕
」
『
国
立
民
族
学
博
物
館
研
究
報
告
』
四
巻
一
号

(
5
)

富
田
礼
彦
編
(
一
八
七
一
一
一
)
『
斐
太
後
風
土
記
』
の
刊
本
、
大
日
本
地
誌
体
系
刊
行
会
編
(
一
九
七
七
)
『
斐
太
後
風
土
記
』
雄
山
閤

(
6
)

桑
谷
正
道
(
一
九
七
七
)
「
斐
太
後
風
土
記
に
つ
い
て
」
大
日
本
地
誌
体
系
刊
行
会
編
(
一
九
七
七
)
『
斐
太
後
風
土
記
』
雄
山
閣
三
頁
|

一O
頁

(
7
)

秋
道
智
粥
こ
九
七
九
)
「
明
治
初
期
・
飛
騨
地
方
に
お
け
る
生
産
魚
類
の
分
布
論
的
研
究
」

(
8
)

松
山
利
夫
(
一
九
七
九
)
前
掲
(
4
)

(
l
)
 

(
2
)
 

(
3
)
 

『
国
立
民
族
学
博
物
館
研
究
報
告
』

四
巻
二
号



『斐太後風土記』による近代飛騨地方の作物結合の復元
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印
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E
E
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・
著
、
奥
野
・
西
岡
訳
こ
九
七
三
)
『
地
域
の
統
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的
分
析
』
大
明
堂
九
l
一
O
頁

(
日
)
同
m
B田
z
z
u
』・
0
・
E
円
日
開

g
m
w
H
t
h
w
(
一
九
六
六

)ω
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冊、日
2
2
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E
H
R
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-
a
o
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H
u
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s
E
〉
向
江
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己
E
8
2
回

mwHZι2・

同
町
内
口
実
ミ
ミ
円
。
同
q
h
w
d』守』官、・〈
o--b

(
四
)
長
野
県
編
(
一
九
三
九
)
『
長
野
県
町
村
誌
北
信
編
』
一
一
良
|
八
四

O
頁

(
日
)
こ
こ
で
い
う
栽
培
村
は
、
コ
メ
・
ヒ
エ
な
ど
の
作
物
が
「
産
物
」
の
項
に
記
載
さ
れ
て
い
る
村
落
を
い
う
。

(
M
H
)

山
内
小
佐
衛
門
「
飛
州
地
方
御
尋
答
書
」
小
野
武
夫
編
(
一
九
二
ご
『
近
世
地
方
経
済
史
料
』
近
世
地
方
経
済
史
料
刊
行
会

ー
ニ
O六
頁

(
日
)
前
掲
(
5
)

八
七
頁

(
時
)
木
村
礎
校
訂
(
一
九
七
七
)
『
旧
高
旧
領
取
調
帳

一
七
九
頁

近
藤
出
版
社

三
三
五
|
三
五

O
頁

中
部
編
』
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